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１．環境経営方針 

   環境経営方針    

        

 <環境経営理念>                 

        

    株式会社 山村製作所は、板金・プレス加工の事業活動における環境負荷の  

    低減を課題とし、環境経営システムの構築、運用の継続的改善に努め、全社員 

の協力のもと、積極的な保全・改善を進めるため、以下の基本方針を定めます。 

 

 

  

 

 
       

<基本方針>       

        

     1．環境関連法規及び当社が同意したその他の要求事項を遵守します。 

 
 

      2．省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に取り組みます。 

 
 

      3．省資源・リサイクルにより廃棄物の削減に取り組みます。 

 
  

      4．節水により水使用量の削減に取り組みます。 

 
   

      5．グリーン購入に努めます。 

 
  

      6．当社が生産・販売・提供する製品の環境配慮を促進します。 

  
  

      7．この方針を全社員に周知すると共に社外にも開示します。    

        

    
      制定  20１1 年 8月 1日 

      改定  2017 年 8月 1日 

        

   株式会社 山村製作所   

       
 

代表取締役 

            

 



 

２ 

 

 

 

 ２．組織の概要      

    1） 事業者名及び代表者氏名    

 株式会社    山村製作所   

 代表取締役  山村 容弘     

       

    2） 所在地      

 〒504-0957     

 岐阜県各務原市金属団地 23番地 2 （本社・第一工場）   

 
       〃         24番地 1  (第二工場) 

 
     

    3） 事業活動の内容     

 板金・プレス加工による空調機部品・昇降機部品の製造  

       

    4） 環境管理の責任者及び担当者連絡先   

      責 任 者  山村 容弘   

 担 当 者  山村 万里子   

    連 絡 先 電 話  058-371-2716   

    Ｆ   Ａ   Ｘ 058-382-8136   

       

    5） 事業の規模     

   法人設立年月日 昭和 63年 12月   

   売   上   高  28，196 万円（2021年 8月～2022年 7月） 

   従  業  員  数  21人   

   敷  地  面  積 第一工場 1,138 ㎡   第二工場 636.64 ㎡   

   床    面    積 
第一工場 1,252 ㎡   第二工場 636.64 ㎡ 

 
  

       

    6) 対象範囲（認証・登録範囲)、レポートの対象期間及び発行日 

 
    

 対  象  組  織       全社     

 活  動  範  囲       板金・プレス加工による空調機部品・昇降機部品の製造 

 レポートの対象期間     2021年 8月～2022 年 7月 

 
発   行   日       2022年 10 月 10 日 

 



 

３ 

 

７）EA21 実施体制図 

 
 

代表取締役　山村容弘

製造技術課 購買課 　　生産管理課

ブランク班 ベンド班
プレス

ボール盤班
管理区分：製造第1G 管理区分：製造第2G

品質管理課 業務課 総務・経理課

製造部 管理部 業務部 経理部

役　割

営業G製造第1G 製造第2G 工程管理第1G 工程管理第2G

全従業員

　　・　環境経営方針の制定

　　・　環境経営管理責任者の任命

　　・　環境経営資源（人員・設備・費用等）の確保

　　・　代表者による全体の評価と見直し

　　・　環境経営システムの構築・運用・維持

　　・　環境経営関連法規等の遵守の確認

　　・　教育と訓練の計画と実施

　　・　環境経営目標・環境経営活動計画書原案作成

　　・　外部からの苦情の受付と必要な対応

　　・　環境経営関連法規の取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

情報処理・計画G

責任　　・　　権限

　　・　環境経営方針に基づく取組への積極的な参加

　　・　実施状況確認・記録を事務局へ提出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＥＡ２１組織・実施体制図

役割　・　責任　・　権限

環境事務局

　　・　環境経営関連文書及び記録の作成・管理等

　　・　環境経営活動の実績集計

代　表　者

環境管理責任者

環境事務局

(　8月1日現在　）

作成日　：　2021年8月1日

作成者　：　山村　容弘

承認者　：　山村　容弘

従業員　：　20人

4時間以上/日　：　20人

スポット班

環境管理責任者
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３．環境経営目標  

環境経営目標は、2019年度（2019年 8 月～2020年 7 月）の実績を基準値として下記 

の通りに設定します。 

かっこ(  )内は 2019年度売上実績による売上高原単位を表示しています。 

※2019年度売上 245.2百万 

 

削減項目等 

2019 年度 

（実 績） 

2020 年度 

 0.5％%削減 

2021 年度 

1.0％削減 

2022 年度 

1.5％削減 

二酸化炭素排出量 

kg-CO2（kg-CO2/百万円） 

236,808            

(966） 

235,624 

(961） 

234,440 

（956） 

233,256 

（952） 

総
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量 

電気使用（kWh） 

(kWh/百万) 

526,986 

(2,149) 

524,351 

(2,138) 

521,716 

（2,128） 

519,081 

（2,117） 

ガソリン（L） 
 

4,996 
 

4,971 4,946 4,921 

軽油（L） 
 

469 467 464 462 

灯油（L） 227 226 225 224 

一般廃棄物排出量の削減（t) 

   可燃ゴミ,ダンボール 

      (t/百万円) 

1.818 

(0.007） 

1.809 

(0.007） 

1.800 

（0.007） 

1.791 

（0.007） 

産業廃棄物等排出量の削減(t) 

鉄,ステンレス等スクラップ 

      (t/百万円) 

172.62 

(0.704) 

171.76 

(0.700) 
 

170.89 

(0.697) 

170.03 

（0.693） 

水使用量の削減（ｍ3） 

(㎥/百万円) 

191.0 

(0.78) 

190.05 

(0.78) 

189.09 

(0.77) 

188.14 

（0.77） 

グリーン購入調査購入促進 8 品目購入 9 品目購入 
 

9 品目購入 9 品目購入 

製品・製造への環境配慮 

受注引合い 

不具合品排出量 

データの収集 

歩留稼働率調査 

受注引合い 

不具合品排出量  

データの分析 

歩留稼働率調査 

受注引合い 

不具合品排出量 

データの分析 

歩留稼働率調査 

受注引合い 

不具合品排出量 

データの分析 

歩留稼働率調査 

有害化学物質の適正な管理 

機械に使用する 

潤滑油の漏れの 

チェック 

機械メーカーに 

よる交換作業時の

立会い確認 

機械に使用する 

潤滑油の漏れの 

チェック 

機械メーカーに 

よる交換作業時の

立会い確認 

機械に使用する 

潤滑油の漏れの 

チェック 

機械メーカーに 

よる交換作業時の

立会い確認 

機械に使用する 

潤滑油の漏れの 

チェック 

機械メーカーに 

よる交換作業時の

立会い確認 
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１）二酸化炭素排出量は、電気、ガソリン、軽油、灯油使用量ともに 2019 年度を基準 

に 2020 年度は 0.5％、2021年度は 1.0%、2022年度は 1.5%の削減を目標とします。 

   

購入電力の二酸化炭素排出係数は 2020 年度～2022年度の 3年間は 0.424kg-CO2/kWh 

を採用します。(中部電力㈱の 2019年度調整後排出係数を採用) 

 

ガソリンは 2.32kg-CO2/L,軽油は 2.58kg-CO2/L, 灯油は 2.49kg-CO2/Lを採用します。 

 

２）一般廃棄物排出量においては可燃ごみ及びダンボール、シュレッダー用紙の合計と 

し、2020 年度は 0.5％、2021 年度は 1.0%、2022年度は 1.5%の削減を目標とします。 

   

産業廃棄物排出量は、金属スクラップ（有価物）とし、2020年度は 0.5％、 

2021年度は 1.0％、2022年度は 1.5%の削減を目標とします。 

 

３）水使用量は、上水使用量がそのまま排水されるものとし、2020年度は 0.5％、 

2021年度は 1.0％削減、2022 年度は 1.5%の削減を目標とします。 

 

４）事務用品のグリーン購入に関しては、基準年度より 1 品目の増加で 9 品目購入を目標 

とします。 

    

５） 製品・製造への環境配慮に関しては、引続き取引先との受注引合いの為、日頃 

よりコミュニケーションを大切にし、相手先のニーズに合うより高品質な製品の 

製造に心掛け、また、スクラップなど廃棄物の排出量の削減を目的とし不具合品の 

排出量を数値化、原因及び改善策を検討します。 

 

 ＊有害化学物質に関して、機械に使用する潤滑油については、機械メーカー 

 による交換作業に立会い・漏れのチェック等、適正に管理をします。 
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４．環境経営計画 

2021 年度 

環境経営目標 

2021 年度取組内容 

実施期間：2021 年 8 月～2022 年 7 月 

実  施 

担当部署 

 
 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減 

電力使用量の削減 

基準年比 1.0％削減 

・手順及びチェック表の見直し 経  理 

・節電ステッカー貼付・節電実施（不要照明 OFF） 全  社 

・エアコン温度管理・設備不使用時電源 OFF 全  社 

・製造設備不稼動時電源 OFF 製  造 

・コンプレッサーエア漏れチェック 製  造 

・フロン漏れ簡易点検（年 4 回）  経  理 

化石燃料使用量の削減 

基準年比 1.0％削減 

ガソリン、軽油、灯油 

・手順及びチェック表の見直し 経  理 

・ポスター掲示 経  理 

・エコドライブ・アイドリングストップ 製  造 

・車両の運行管理及び点検整備 製  造 

・灯油使用管理 製  造 

一般廃棄物及び産業廃棄物

排出量の削減 

基準年比 1.0％削減 

事業系一般廃棄物 

・分別ボックス設置・ラベル添付の確認 経  理 

・廃棄物の分別徹底 全  社 

・廃棄物処理業者選定・契約・運用 経  理 

・リサイクル・４S 活動 全  社 

水使用量の削減 

基準年比 1.0％削減 

・節水ステッカー貼付の確認 経  理 

・手洗節水・散水節水  全  社 

・漏水チェックの徹底 全  社 

グリーン購入の促進 

9 品目購入  

・グリーン購入基準年度実績維持 経  理 

・事務用品のグリーン購入調査 経  理 

・製品運搬容器の共同利用・包装(ダンボール等)再利用                 製  造 

製品・製造への環境配慮 

・取引先とのコミュニケーションの徹底 社  長 

・新規の製品開発における環境配慮の提案 社  長 

・不具合品低減の調査の実施 製  造 

・歩留り向上の  〃 製  造 

・稼働率向上の  〃 製  造 

有害化学物質の適正な管理 
・機械に使う潤滑油の漏れのチェック 

・機械メーカーによる潤滑油交換時の立会い確認 
製  造 
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５. 環境経営目標の実績 

環境への取り組みの実施期間は、2021 年 8月から 2022年 7月の 1年間として、基準

年度との達成状況を次に比較しました。 

注記：評価は目標値を達成した場合は○、未達成の場合は×と表示しています。   

    購入電力の二酸化炭素排出係数は中部電力㈱の 2019年度調整後排出係数 

0.424kg-CO2/kWh を採用します。 

  かっこ( )内は 2019 年度、2021年度それぞれの売上高原単位表示とします。   

2019年度売上 245.2 百万円 / 2021年度売上 282.0百万円 

 

 

    削減項目等 

2019 年度 

実 績 

(基準値) 

2021 年度 

目 標 

1.0%削減 

2021 年度 

実 績 

達成度 

増減(%) 

評価 

〇× 

 

二酸化炭素排出量 

kg-CO2（kg-CO2/百万円） 

236,808 

(966） 

234,440 

(956） 

262,291 

(930） 

10.76 

(-3.73) 

× 

（○） 

総
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量 

電気使用量（kWh） 

〃（kWh/百万円） 

526,986 

(2,149) 

521,716 

(2,128) 

581,656 

(2,063) 

10.37 

(-4.00) 

× 

(○) 

ガソリン使用量（L） 4,996 4,946 5,707 14.23 × 

軽油使用量（L） 469 464 264 -43.71 〇 

灯油使用量（L） 227 225 702 209.25 × 

一般廃棄物排出量の削減（t) 

可燃ゴミ・ダンボール 

(t/百万円) 

1.818 

(0.007) 

1,800 

(0.007) 

2.987 

(0.011) 

64.30 

(57.14) 

× 

(×) 

産業廃棄物等排出量の削減 (t) 

鉄・ステンレス等スクラップ 

(t/百万円) 

172.62 

(0.704) 

170.89 

(0.697) 

191.23 

(0.678) 

10.78 

(-3.70) 

× 

（〇） 

水使用量の削減（ｍ3） 
191.0 

(0.78) 

189.09 

(0.77) 

179.00 

(0.63) 

-6.28 

(-19.23) 

〇 

（〇） 

グリーン購入調査購入促進 8 品目購入 9 品目購入 20 品目入 達成 ○ 

製品・製造への環境配慮 

受注引合い 

不具合品排出量 

データの収集 

歩留・稼働率調査 

受注引合い 

不具合品の調査 

及び現状把握 

歩留・稼働率調査 

受注引合い 

不具合品の調査 

及び現状把握 
歩留・稼働率調査 

達成 〇 

有害化学物質の適正な管理 

機械に使用する 

潤滑油の漏れの 

チェック 

機械メーカーに 

よる交換作業時の

立会い確認― 

機械に使用する 

潤滑油の漏れの 

チェック 

機械メーカーによ

る交換作業時の 

立会い確認 

適正に管理 達成 〇 
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６．環境経営計画の取組結果とその評価 

  本年度は基準年度に比べ売上が 15.0％増加、それに伴い電力・ガソリン・灯油の 

  使用量及び可燃ゴミ・鉄スクラップは増加、軽油及び水の使用量は減少しました。 

 

1）二酸化炭素排出量の削減について  

 

①  取組結果 

  二酸化炭素排出量につきましては、 

総エネルギー使用量の CO2重量換算では 10.76%増加しました。 

電気使用量は 10.37％の増加。 

ガソリン使用量は 14.23%の増加、 

軽油使用料は 43.712%の減少、 

灯油使用量は 209.25% 増加、軽油及び水使用量以外全て基準年度を上回りました。 

 

②  評 価 

売上げの伸び率が約 15.0％に対し、電気使用量の伸びは基準年度と比較し 10.37％ 

に留まり、売上高原単位においては-4.00％となりました。 

 作業者の入替りに伴い、課長や係長を講師として鉄素材の知識や図面の見方につい 

て会社全体での勉強会（教育）を開催し、また機械の操作等技術面での個々の社員 

教育を行うことで、より安全で効率的な生産活動ができ、受注の増加にも対応でき 

ました。 

また、作業場の暑さ対策(熱中症予防)の為、今年度第一工場に天井吊りエアコンを 

3 台設置、電気の使用量も大幅に増えましたが不使用時の電源オフを徹底します。 

 ガソリンの使用量増加の原因は、昨年と同様リフトのガソリン使用量の増加により 

ます。今年度の課題であった第二工場倉庫の整理整頓及び材料や出荷待ちの製品を 

置く棚の設置対策は、改善活動の一環として進める予定でしたが、生産増加対応の 

優先の為活動自体が次年度に持ち越しになりました。継続課題とします。 

灯油使用量の増加については、作業現場で石油ストーブを使用する人数が 2名増え 

た為です。 

 

２）廃棄物排出量の削減について 

 

①  取組結果 

 一般廃棄物排出量（可燃ゴミ、循環資源/ダンボール）は 64.30％の増加、売上高 

原単位においても 57.14％の増加。ともに目標未達成でした。 

産業廃棄物排出量（金属スクラップ）も 10.78％増加しましたが、売上高原単位で 

は 3.70％の減少でした。 



 

９ 

 

②  評 価 

生産量の増加に伴い使用するダンボールの使用量も増えました。鉄製のパレット 

   の内側を覆うだけでなく、まとまった製品毎の間仕切りにも使います。 

プラスチック製のダンボール(プラ段)も間仕切りとして使用するようになりました 

が、製品の運搬に伴うキズや変形を防ぐ為、製品納入量の増加に伴いより柔軟性の 

あるダンボールの使用が増えています。 

また、パレットに入っているきれいなものは可能な限り再利用をしていますが 

    使用不可なダンボールや木の板、様々なゴミ等が入ったまま返却されるパレットが 

    増え、当社にて選別し、廃棄する量が大幅に増加しました。 

   対策として、2019年度にも書面依頼をしましたが、再度要望書を作成、相手先に 

   て分別処理されたパレットの返却を依頼します。 

    紙の使用量も増加しています。運用を始めた生産管理システムでは、受注先から 

   送られてきた注文書に関して、作業指示書や納品伝票及び現品票など全て当社にて 

   出力する為、受注の増加に伴い紙の排出量も増えました。使用後の用紙については 

裏紙としての再利用を継続しています。 

 

鉄・ステンレスのスクラップについては、一枚の板から取れる個数が少ない大きな 

部品の生産量の増加に伴い鉄の購入量も増え、スクラップも増加しました。 

歩留りの研究や工程内不具合の調査を昨年度より継続しており、調査の結果を毎月 

グラフ化し掲示することで作業者の不具合に対する意識づけとなっています。 

また、「曲げ段取り情報」のファイルを用意しました。 

初品の製作時に寸法や曲げ角度等部品毎のシートを確認しながら作業することで、 

作り直しが減り、不具合品の個数及び件数は減少傾向にあります。引続き次年度も 

調査を継続します。 

 

 ３）水使用量の削減について 

 

①  取組結果 

 水使用量は 6.28％の減少、売上高原単位においても 19.23％の減少となりました。 

 

②  評 価 

休憩室・トイレ等手洗い水道水の利用に関しては、ポスター掲示により節水の意識 

を継続しています。 

生産現場でもスポット溶接作業工程で必要な水を貯水するポリタンクの水量につい 

ては、タイマーを使用し一定に保つなどの工夫を続けています。 
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４）グリーン購入の促進について 

 

①  取組結果評価 

グリーン購入に関しては、基準年度購入品目数（8品目）と比較し今年度は昨年度 

と同じ 20 品目となり、目標を達成できました。 

商品注文時カタログをチェックし、できる限りグリーン購入のマークのついた商品 

を選ぶようにしています。次年度も購入努力を継続します。 

 

５）製品・製造への環境配慮の促進について 

 

①  取組結果評価 

  受注製品における環境に配慮した材料の選定や製造段階での歩留りの向上の研究 

を続けています。また、スクラップ排出削減の為、昨年に続き工程内の不具合の 

の調査を実施、不具合品排出量を数値化し原因対策を共有、削減に繋がっています。 

 今後も調査活動を続けます。 
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7. 次年度以降の環境経営目標及び環境経営計画の取組内容 

 

１）環境経営目標 

  次年度以降の環境経営目標を下記のように設定します。 

  購入電力の二酸化炭素の排出係数は、中部電力（株）の 2019年度調整後排出係数 

  0.424kg-CO2/kWh を 2022年度の 1 年間使用します。 

かっこ( )内は 2019年度売上実績による売上高原単位を表示。2019年度売上 245.2百万 

 

削減項目等 

2019 年度 

（実 績） 

2022 年度 

1.5％削減 

二酸化炭素排出量 

kg-CO2（kg-CO2/百万円） 

236,808            

(966） 

233,256 

（952） 

総
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量 

電気使用（kWh） 

(kWh/百万) 

526,986 

(2,149) 

519,081 

（2,117） 

ガソリン（L） 
 

   4,996 4,921 

軽油（L） 
 

469 462 

灯油（L） 227 224 

一般廃棄物排出量の削減（t) 

   可燃ゴミ,ダンボール 

      (t/百万円) 

          1.818 

(0.007) 

1.791 

（0.007） 

産業廃棄物等排出量の削減(t) 

鉄,ステンレス等スクラップ 

      (t/百万円) 

172.62 

(0.704) 

170.03 

（0.693） 

水使用量の削減（ｍ3） 

(㎥/百万円) 

191.0 

(0.78) 

188.14 

（0.77） 

グリーン購入調査購入促進 8 品目購入 9 品目購入 

製品・製造への環境配慮 

受注引合い 

不具合品排出量 

データの収集 

歩留稼働率調査 

受注引合い 

不具合品排出量 

データの分析 

歩留稼働率調査 

有害化学物質の適正な管理 

機械に使用する 

潤滑油の漏れの 

チェック 

機械メーカーに 

よる交換作業時の立会い確認 

機械に使用する 

潤滑油の漏れの 

チェック 

機械メーカーに 

よる交換作業時の立会い確認 
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２）環境経営計画の取組内容 

 （1）二酸化炭素排出量の削減について 

  生産管理システムの正式な運用の開始により、機械稼働を含めた作業全般の 

効率化を推進し、動力、電気の消費量の削減に努めます。 

  全ての部署においてエアコンの設定温度管理を徹底します。 

（夏：27℃ 冬：20℃ １階作業場 冬：15℃） 

  

（2）廃棄物排出量の削減について 

  廃棄物の分別徹底・リサイクル・４Ｓ活動を引き続き推進。 

事業系廃棄物については、引続き可燃ごみとリサイクルに回せるものとの分別を 

徹底します。 

スクラップに関しては、材料在庫の適切な管理使用、製品生産時における歩留ま

りの工夫を継続、不具合品(不良)の数量の数値化、社内掲示を継続し対策を社内で

共有することで排出量の削減を目指します。 

 

（3）水使用量の削減について 

  昨年に引続き節水ポスターを貼り替え、意識のマンネリ化を防ぎます。 

スポット溶接に使用するタイマーの使用により、貯水において無駄な水の使用を

防ぎ、ポリタンクの水量を一定に保ち作業を行うなど、効率的な水使用の取組みを

継続します。 

 

（4）グリーン購入の促進について 

  引き続き事務用品等のグリーン用品選定に努め購入促進していきます。 

 

（5）製品・製造への環境配慮の促進について 

    新規の受注や製造過程での取引先との意思疎通を深め、受注製品における環境に

配慮した材料の選定や歩留りの研究を続ける、不具合品削減の為の調査も継続し、

購入材料の無駄な廃棄を減らす努力をします。 

 

 （6）有害化学物質の適正な管理について 

    機械に使用する潤滑油についても、次年度以降、漏れのチェック、 

機械メーカーによる交換作業時の立会い確認等、適正に管理します。 
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8. 環境関連法規などの遵守状況の確認・評価結果と違反、訴訟等の有無 

 

 環境関連法規は｢環境関連法規などの取りまとめ/遵守評価一覧表｣に取りまとめ、以下 

遵守状況の確認及び評価をしました。 

適用法規等      遵守項目 遵守評価確認 

廃棄物処理法 

各務原市廃棄物処

理及び清掃に関する

条例 

廃棄物分別手順と保管場所の掲示 遵守 

委託契約書 遵守 

可燃ゴミの持出し重量記録表記載 遵守 

家電リサイクル法 

回収業者への委託 

リサイクル券の保管 ＊遵守 

自動車リサイクル法 
回収業者への委託 

リサイクル券の保管 ＊遵守 

騒音・振動規制法 

機械プレス・コンプレッサー届出 遵守 

苦情受付処理記録 遵守 

岐阜県公害防止条例 

（騒音） 
走行クレーン届出（2018.12.12 届出） 遵守 

オフロード法 

（特定特殊自動車排出ガス 

 の規制等に関する法律） 

基準適合車両の使用（フォークリフト） 遵守 

フロン排出抑制法 フロン漏れ簡易点検の実施  遵守 

高圧ガス保安法 容器置場の転倒防止対策 遵守 

グリーン購入法 
事務用品の購入 

製品加工副資材の購入 
遵守 

浄化槽法及び岐阜

県浄化槽法施行細則 

保守点検実施 （年４回 5.8.11.2月） 

法定検査の実施（年１回 3月） 
遵守 

 

＊当該期間中の自動車及び家電の回収業者への委託はありません。 

＊確認及び評価の結果は環境に関する苦情、違反、訴訟等の指摘はありませんでした。 

なお、過去 3年間とも上記指摘はありませんでした。 
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 9．代表者による全体の評価と見直し・指示  

 

                          2022 年 9月 30日 

                         代表者 山村 容弘 

 

1.全体の取組状況の評価 

 

・環境経営目標の達成状況  ：  今年度は生産量において、基準年度である 2019年度 

と比較し 15.0％の増加となりました。 

                 二酸化炭素排出量も 10.76％増加しましたが売上高 

                原単位においては 3.73％の減少でした。 

                 総エネルギー使用量では、電気使用量が 10.37％の 

                増加、原単位では 4.00％の減少でした。 

                 ガソリンは 14.23％、灯油は 209.25％と使用料が少 

ないながらも増加、軽油は 43.71％と大幅に減少して 

います。 

                 一般廃棄物では、可燃ゴミ・ダンボールの排出量が 

                 64.30％増加で原単位でも 57.14％増加しました。 

特にダンボールにおいては,2019年度比で 109.40％ 

                                と大幅な増加となりました。 

                 産業廃棄物（スクラップ）は 10.78％増加、原単位 

                では 3.70％の減少でした。 

                                  水の使用量は 6.28％の減少、原単位も 19.23％減少 

                しました。 

                  総括として水使用量以外の電気使用量・ガソリン 

灯油使用量及び可燃ゴミ・ダンボール・スクラップ 

排出量は全て増加となり目標未達成でした。 

 

 

 ・環境経営計画       ： 活動計画実施状況評価は概ね良好です。 

  

 ・環境関連法規等の遵守状況 ： 法規順守を確認しました。 

 

 ・実施体制         ： 現状のままです。 
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2.見直し・指示 

   新型コロナウィルス感染症の発生から約 2年半、非常事態宣言が徐々に緩和され、 

家籠りから解放された人々が街に溢れ出し、規制緩和に伴い外国人の観光客も増えて 

きてはいますが、感染症の収束には至らず、あらゆる施設や飲食店など屋内における 

換気の重要性は更に高まっています。当社主力部品の換気空清機部品の受注も昨年度 

以上に増え、全体の生産量も売上ベースで基準年度比 15％の増加となりました。 

   

 （電力） 

   8月から 1月にかけての電気使用量の累計比較で 12.34％の増加となりました。 

要因としては生産量の増加に伴い作業者を 2名増やし、機械をフル稼働させた為 

  です。 

対策として、納期が近い同じ部品を計画的に前倒しまとめて生産することで金型の 

入替えなどの設備の段取り回数を減らし稼動率を上げるように指示しました。 

また、役職者を中心に作業者からその時点での生産状況を聞き取り、現状を把握、 

臨機応変に細かな調整を続けた結果、無駄な稼動時間を減らし各自の作業が終了すれ 

ば定時でも帰社出来るようになり、生産量 19.15％の増加に対し電気使用量 12.34％ 

の増加に留まりました。社内でのコミュニケーションの必要性を実感しています。 

2 つ目の要因は、暑さ対策の為第一工場において 4月末に天井から吊下げる形式の 

スポットエアコンを 3 台設置したことです。 

   6月から 7月にかけての電気使用量は 2019年基準年度比で 57％増加しましたが、 

  外気温度の上昇に加え機械設備から放出される熱で夏場の工場内の暑さは 40 度以上 

になり作業員の熱中症対策のための必要な設備導入でした。昼の休憩時や 15分休憩 

  時には必ず電源を切る、また、作業しない時間帯も電源を切っておく等細かな取決め 

  を遵守するよう指示しています。 

    

（ガソリン・軽油・灯油） 

   ガソリン使用量について、基準年度比 14.23％と増加しています。フォークリフト 

  の稼動率の低減に対する取組みがまだしっかりとできていないことが要因です。 

 昨年度からの課題ではありますが、第二工場の倉庫の整理整頓や出荷待ちの製品を 

を入れておく棚の設置などが遅れており、生産重視で滞っている改善活動について、 

コンサルタントの方のアドバイスを取り入れながら改善を進めるよう指示しました。 

 引続き次年度の課題として倉庫の整理整頓及び新たな材料棚の設置を進めます。 

 

 （一般廃棄物・可燃ゴミ、ダンボール） 

   再利用出来るプラスチック製のダンボールの使用を今年度より開始しました。 

  細かな製品の仕切りとして順調に利用できています。 

しかし大きな金属性パレットには紙のダンボールの使用が必要で、出荷における 
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製品の変形やキズなどを防ぐ為、殆どの製品の梱包に使用が不可欠です。きれいな 

ものは 100％再利用をしていますが、排出量削減の為 2019年度に取引先に要請した 

汚れや雨水等で再利用不可なものは省いてパレットを返却する取決めが再び緩くなり 

返却されたパレットの中に当社とは関係のない木の板やゴミ、使えないダンボール等 

が次第に増え、その選別や廃棄処理に作業時間を取られ、また結果的に当社において 

処分する可燃ゴミやダンボールが大幅に増えました。 

   この件につきましては、再度取引先へ文書にて改善依頼を出すよう指示、次年度へ 

  の課題となります。 

   また、紙の使用量については生産管理システムの稼動に伴い生産部品の数だけ作業 

指示書や現品票兼納品伝票を出力しなければならないので基準年度に比べコピー用紙 

の購入量及び使用料が必然的に増えています。システム稼働に伴い現場の作業者への 

指示が明確化し生産性の向上に繋がっており、また、システムもその都度機能の追加 

や改良を重ねていますが、用紙の削減は繰越の課題となります。 

 

  （産業廃棄物・鉄、ステンレススクラップ） 

   大きな部品を生産する場合、一枚の板から取る部品が少ない為生産量の増加に伴い 

  鉄の購入量も増加します。歩留りに関しては担当者が日々効率の良い部品の取り方を 

  研究しています。 

スクラップは生産量の増加に伴い基準年度比で 10.78％増加、昨年度に引続き年度 

当初より工程内不具合の調査の継続を指示、毎月データを掲示し不具合品を出さない 

いという意識づけができていると思います。 

また、不具合データ精査の結果、初品の製作時に作り直し(不具合)が多く発生する 

ことから検討を指示、作業改善として、機械設備毎に「曲げ段取り情報」ファイルを 

用意。寸法や曲げ角度等その部品製作時の注意事項等を書き込んであるシートを確認 

しながら作業することで不具合品の排出を減らす取組みを始めました。 

原単位においては 3.7％の減少となり生産量が増えても不具合品の個数及び件数は 

減少しています。次年度も調査及び手順書の普及を進めていきます。 

 

 

3. 変更の必要性 

  

  ・環境経営目標及び環境経営計画      変更しません 

  ・環境経営方針              変更しません 

  ・実施体制                変更しません 

 

 

以上 


